






























































































































































































































































































































































































































































































( 2 ) マルセル『形而上学日記』および『存在と所有』を参照（Gabriel Marcel,
Journal Métaphysique, Gallimard, 1927, p.236, Être et Avoir, Montaigne, 1935, p.37,
etc.）。この同じ表現は、メルロ＝ポンティによっても反復されている（Maurice
Merleau-Ponty, Phénoménoligie de la perception, Gallimard, 1945, p.175 et 231）。
( 3 ) デカルト『方法叙説』第四部での表現（Descartes, Œuvres, publiées par Adam &
Tannery, Vrin, 1996, t.VI, p.32）。
( 4 ) Phénoménoligie de la perception, p.231.
( 5 ) id., p.v.
( 6 ) id., p.467.
( 7 ) 実は、ここには身心問題の蒸発以上に深刻なことがある。それは「私」の蒸
発である。ロゴザンスキの見立てによれば、二十世紀哲学を特徴づけているのは、
反デカルト主義として推進される「私殺し［使 icide］」である（Jacob Rogozinski,







( 8 ) Merleau-Ponty, La structure du comportement, puf, 1942.
( 9 ) 同書のいたるところで明らかなように。
(10) メルロ＝ポンティ『見えるものと見えないもの』（Merleau-Ponty, Le visible et
l’invisible, Gallimard, 1964）および『眼と精神』（L’Œil et l’Esprit, Gallimard, 1964）
の諸所を参照。
(11) Le visible et l’invisible, p.313.
(12) L’Œil et l’Esprit, p.32.
(13) Descartes, Œuvres, t.VII, p.81.
(14) Œuvres, t.III, p.692.
(15) id., p.665.
(16) id., pp.691-692.






Généalogie de la psychanalyse, puf, 1985)、また『エゴ・スム』でのナンシーの解釈
（Jean-Luc Nancy, Ego sum, Flammarion, 1979）など。
(19) レヴィナス『実存から実存者へ』、『全体性と無限』の諸所を参照（Lévinas, De
l’existence à l’existant, Vrin, 1986, p.122, Totalité et Infini, M. Nijhoff, 1961, p.142, etc.）。
(20) レヴィナスによれば、懐疑によって排除されたのは「客体的身体」にすぎず、
デカルトの「私は思うものである」における「もの［chose］」はむしろ意識の局









































(27) デカルト『哲学原理』仏訳序文（Œuvres, t.IX, pp.14-15）。
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